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   This is a case of 25 years old young man,who developed a torsion of spermatic cord 
at midnight. 
   Exploration of the left hemiscrotum revealed the absence of the  Hanter'  s gubernac-
ulum, and the condition had already developed necrosis necessitated orchiectomy. 
   Causes, symptoms, pathology, diagnosis and therapy of the torsion of the spermatic 
cord are discussed.
陰嚢内の疾患 で疹痛 を主 訴 とす るものは多 い
が,睾 丸回転症或 いは精 索捻転症 と呼 ばれ る疾
患はかな り高度 の臨床症状 を呈 し,診 断 も比 較
的困難であり 手術に 際 し 発 見 され る 場合 が多
く,-治療の時機 を失 すれば睾丸及 び副睾丸 は速
かに壊死におちいる危険性 があ るの で臨床 的意
義も勘 くな く,そ の報告 例 も決 して多 くない よ
うである.
最近,睾 丸部腫脹 と疹痛 を訴えた患者 を結核
性副睾丸炎 の診断で手術 を行 なつた所,本 症 で
ある事を識つた ので,症 例 を紹介 し,本 症 の一
般について柳か論 じて見度 い と思 う.
この症例は何等認 めるべ き誘 因がな く,夜 間
































手術所見=ペ ルカミソSに よる腰麻のもとに,左 鼠
938 的場 ・福田 ・富吉一睾丸回転症
径部内方に於て精索に沿う皮切を加え,陰嚢内容を創






















術後経過は順調で,自 覚症状は全 く消失し,1週 間
目に全治退院した.
考 按
睾 丸回転症或いは精索捻転症 とは,陰 嚢 内で
畢 丸及び副睾丸が精索を軸 として回転 した もの
で,1840年,Delasiauveが初 めて報告 した.
本 症は一般 に考え られ てい るよ りも多 く見 ら
れ る疾 患で,Jurnove(1947)によれ ば1943年
迄 の報 告数 は493例である とされ,Clarke(19
53)は1938年～1952年の間 に 於け る153,000
人 の一般 入院 患者中 に20例 見出 した といい,
Peck(1949)は6例を経験,Woodsoneta1
(1958)は6年間に10例 の本症に 遭 遇 してい
る.
本邦 に於ては山村(1905)の報 告以来,現 在
迄100例以上の報告が ある.
本症 が如何 に して発生す るか については,従
来 より説 明 され てい る如 く.何 らかの先天的解
剖学的 欠陥 が認め られ,之 に何 らかの誘因 が加




















撲,乗 馬,そ の他の体動で,挙 睾筋の強い収縮
を起す事によつて発病する(Peck).
然し,Clarkeの20例中5例 及びその他の報

























又,発病後iO日を経 ている為,炎 症が強 く,
総鞘膜腔の異常を確認し得なかつたが,ハ ソク
ー氏導帯は明らかに欠如 していたので本症例は




































は18.5才で あつ た と.
0'collor(1919)は平均年 令14年,Donovan
(1930)は163例の報 告例 に於 て13例は1才 以
下 の小児 で,最 年少は生後4時 間 の新産児 であ
つた し,Abeshouse(1936)は153例の平均 年
令 は工7.7才,最高68才で あつ たと.然 し,中 島
は55才の患者 に発生 した例 を報告 している.
小児 に於 ては捻 転は鞘膜 の醗 転部の上部で起
る.
Campbell(1951)は,之は,小 児 に於 ては
陰嚢 内容 が可 動性 であ る為 に よる としてい る.





の10例中2例 にみ られた と.
又,Wallensteinの集めた90例 中4例,
Abeshouseの69例中5例 とい うように,下 降









経て腫脹,疹 痛が軽減 している場合には,本 症


























する(Prehn徴候)が,本 症では 通常 この徴
候は見られない.睾丸炎では発熱も大低著明で
ある.








6)化 膿性鼠径腺炎:病 歴,皮 膚の発赤,腫
脹等より鑑別は容易である.







































転に分ける.慢 性再発型では 不完全 回転が多
く,自然に整復される場合 も勘 くない,
然し,本症例のように360。回転型が最も多












































2)畢丸 及び副睾丸は 完全に壊死に おち入
り,治療 としては除睾術を行なつたが,ハ ンタ
ー氏導帯の欠除が発生原因と考えられた.
































17)安 井 広 明'大 阪 医 科 大 学 誌,16=4,1956.
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